
(57)【要約】

【課題】従来の内視鏡下外科手術において使用される外

套管の性能向上を目指し、切開創からの出血で内視鏡先

端のレンズが汚れることを防止し、汚れを拭き取る手間

をなくす挿入用外套管を提供する。

【解決手段】１つ以上の内腔を有する導管と、導管に取

り付けられた液体流入防止部材、導管内に挿入される導

入部材からなることを特徴とする挿入用外套管であり、

好ましくは液体流入防止部材が柔軟な薄膜シート状又は

受け口形状であり、受け口にはその側面に１個以上の側

孔を持ち、導管の周囲に液体吸収性の柔軟な固定部材を

取り付けた挿入用外套管。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 つ 以 上 の 内 腔 を 有 す る 筒 状 の 導 管 、 導 管 に 取 り 付 け ら れ た 液 体 流 入 防 止 部 材 、 及 び 導 管
内 に 挿 入 さ れ る 導 入 部 材 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 挿 入 用 外 套 管 。
【 請 求 項 ２ 】
液 体 流 入 防 止 部 材 が 柔 軟 な 薄 膜 シ ー ト 状 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 挿 入 用 外 套 管 。
【 請 求 項 ３ 】
液 体 流 入 防 止 部 材 が 受 け 口 形 状 で あ り 、 そ の 側 面 に １ 個 以 上 の 側 孔 を 持 つ 請 求 項 １ 記 載 の
挿 入 用 外 套 管 。
【 請 求 項 ４ 】
導 管 の 周 囲 に 液 体 吸 収 性 の 柔 軟 な 固 定 部 材 を 取 り 付 け た 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 挿 入
用 外 套 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 、 切 開 創 よ り 挿 入 し 、 内 視 鏡 や 処 置 具 を 挿 通 す る た
め の 挿 入 用 外 套 管 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 内 視 鏡 下 外 科 手 術 が 広 く 実 施 さ れ て い る 。 内 視 鏡 下 の 手 術 は 内 視 鏡 か ら 見 た 映 像 を
画 面 で 見 な が ら 遠 隔 操 作 で 手 術 を 行 う 方 法 で あ る 。 内 視 鏡 や 処 置 具 な ど は 切 開 創 よ り 挿 入
し た 「 ト ロ ッ カ ー 」 と 呼 ば れ る 挿 入 用 外 套 管 の 内 腔 に 通 し て 腹 腔 内 や 胸 腔 内 へ 挿 入 さ れ る
。 特 に 胸 腔 内 へ 挿 入 す る 場 合 、 切 開 創 か ら の 出 血 が 多 い た め に 従 来 の 「 ト ロ ッ カ ー 」 で は
切 開 創 か ら 流 出 し た 血 液 が ト ロ ッ カ ー 外 表 面 を 伝 わ り ト ロ ッ カ ー 先 端 か ら 内 視 鏡 （ 胸 腔 鏡
） に 伝 わ り 、 最 後 に は 内 視 鏡 の 先 端 の レ ン ズ を 汚 し て し ま う た め 手 術 中 頻 繁 に レ ン ズ に 付
い た 血 液 を 拭 き 取 る 操 作 が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ を 防 止 す る 手 段 と し て 実 用 新 案 登 録 番 号 第 ３ ０ ２ ４ ０ ６ ９ 号 公 報 が 開 示 さ れ て い る 。
こ れ は 先 端 に バ ル ー ン の 付 い た 導 管 と 内 針 と の 組 み 合 わ せ で あ り 更 に 導 管 の 先 端 部 分 に バ
ル ー ン を 装 着 し 、 導 管 の 後 端 の ス ト ッ パ ー と バ ル ー ン の 間 で 胸 壁 を 挟 み 込 む 器 具 で あ る 。
こ の 方 法 で も 切 開 口 か ら の 出 血 を 「 止 血 」 す る 方 法 に よ り 防 ぐ こ と が 可 能 で あ る が 、 シ リ
コ ー ン ゴ ム な ど の 材 料 で 作 製 す る た め 器 具 な ど と 触 れ る と 壊 れ 易 く 、 壊 れ る と 機 能 を 全 く
発 揮 す る こ と が で き ず 、 ま た 、 高 価 で あ っ た 。 同 じ よ う に バ ル ー ン を 使 用 し て い る も の に
は 特 開 平 ４ － ２ ２ ６ ６ ２ ０ 号 公 報 、 特 開 平 ５ － １ ６ １ ６ ５ ７ 号 公 報 、 特 開 平 １ １ － ３ ４ ２
１ ０ ７ 号 公 報 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ０ ８ ６ ２ 号 公 報 な ど に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 用 新 案 登 録 番 号 第 ３ ０ ２ ４ ０ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ４ － ２ ２ ６ ６ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 平 ５ － １ ６ １ ６ ５ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ １ － ３ ４ ２ １ ０ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ６ ０ ８ ６ ２ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 、 従 来 の 内 視 鏡 下 外 科 手 術 に お い て 使 用 さ れ る 外 套 管 の 性 能 向 上 を 目 指 し 、 切 開
創 か ら の 出 血 で 内 視 鏡 先 端 の レ ン ズ が 汚 れ る こ と を 防 止 し 、 汚 れ を 拭 き 取 る 手 間 を な く し
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た 挿 入 用 外 套 管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
す な わ ち 本 発 明 は 、
（ １ ） 一 つ 以 上 の 内 腔 を 有 す る 筒 状 の 導 管 、 導 管 に 取 り 付 け ら れ た 液 体 流 入 防 止 部 材 、 及
び 導 管 内 に 挿 入 さ れ る 導 入 部 材 か ら 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 挿 入 用 外 套 管 、
（ ２ ） 液 体 流 入 防 止 部 材 が 柔 軟 な 薄 膜 シ ー ト 状 で あ る （ １ ） 記 載 の 挿 入 用 外 套 管 、
（ ３ ） 液 体 流 入 防 止 部 材 が 受 け 口 形 状 で あ り 、 そ の 側 面 に １ 個 以 上 の 側 孔 を 持 つ （ １ ） 記
載 の 挿 入 用 外 套 管 、
（ ４ ） 導 管 の 周 囲 に 液 体 吸 収 性 の 柔 軟 な 固 定 部 材 を 取 り 付 け た （ １ ） ～ （ ３ ） い ず れ か 記
載 の 挿 入 用 外 套 管 、
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 を 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ 　 ａ ． は 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 挿 入
用 外 套 管 の 導 管 の 外 観 図 及 び 断 面 図 を 、 図 １ 　 ｂ ． は 導 入 部 材 の 外 観 図 を 、 図 １ 　 Ｃ ． は
導 管 と 導 入 部 材 を 組 み 合 わ せ た 図 を 示 す 。 図 ２ は 本 発 明 の 他 の 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管
の 導 管 の 外 観 図 及 び 断 面 図 を 示 す 。 図 ３ は 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 の
導 管 の 外 観 図 及 び 断 面 図 を 示 す 。 図 ４ は 従 来 の ト ロ ッ カ ー を 切 開 創 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 を 通
し た 状 態 の 概 略 図 で あ る 。 図 ５ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 を 切 開 創 に 挿 入 し
、 内 視 鏡 を 通 し た 状 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に よ る 挿 入 用 外 套 管 の 構 造 は 、 図 １ の よ う に １ つ 以 上 の 内 腔 を 持 つ 導 管 （ １ ） 、 導
管 （ １ ） の 後 ろ 側 に 付 設 さ れ た 鍔 （ ２ ） 、 腹 壁 や 胸 壁 か ら の 出 血 が 内 視 鏡 先 端 に 付 く こ と
を 防 止 す る 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） 、 導 管 の 内 腔 に 挿 入 さ れ る 導 入 部 材 （ ４ ） 、 導 入 部 材
の 後 端 に 付 設 さ れ る 取 っ 手 （ ５ ） よ り な り 、 場 合 に よ り 、 図 ２ の よ う に 導 管 （ １ ） の 一 部
に 固 定 部 材 （ ６ ） を 付 設 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ 導 管 ）
導 管 （ １ ） は 通 常 射 出 成 形 に よ り 作 製 さ れ る 。 導 管 （ １ ） の 外 径 は φ １ ～ φ １ ０ ０ ｍ ｍ が
好 ま し い 。 こ れ は 、 φ １ ｍ ｍ 未 満 で は 挿 入 可 能 な 処 置 具 が 無 く 、 ま た 、 φ １ ０ ０ ｍ ｍ を 超
え る と 患 者 へ の 侵 襲 が 大 き く な り 、 有 用 性 が 失 わ れ て し ま う 。 全 長 は ５ ～ ２ ５ ｃ ｍ が 望 ま
し い 。 こ れ は ５ ｃ ｍ 未 満 で は 肥 満 の 患 者 の 場 合 に 腹 壁 や 胸 壁 に 埋 も れ て し ま う 可 能 性 が あ
り 、 ２ ５ ｃ ｍ を 超 え る と 処 置 具 の 操 作 性 が 悪 く な る た め で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
導 管 （ １ ） の 後 端 に は 鍔 （ ２ ） が 付 設 さ れ て お り 、 挿 入 時 の 導 管 （ １ ） の 保 持 及 び 体 内 へ
の 脱 落 防 止 の ス ト ッ パ ー の 役 目 を す る た め 、 導 管 （ １ ） の 外 径 よ り 少 し 太 い 外 径 φ ５ ～ φ
１ ２ ０ ｍ ｍ を 持 つ 。 鍔 （ ２ ） の 内 径 は 、 導 管 （ １ ） と 同 等 に し て ス ト レ ー ト 形 状 で も 良 い
が 、 体 内 へ 洗 浄 水 を 流 し 込 み 易 く す る た め に 図 １ ａ に 示 す よ う に テ ー パ ー の 漏 斗 形 状 に し
て も 良 い 。 ま た 、 先 端 形 状 は 水 平 で 斜 め に カ ッ ト さ れ て お ら ず 、 テ ー パ ー 形 状 を 付 設 し て
も 良 い 。 更 に 後 端 の 鍔 （ ２ ） 側 か ら 先 端 に か け て 主 孔 以 外 の 内 腔 を 持 っ て も 良 く 、 そ れ ぞ
れ の 内 径 は φ ０ ． ４ ～ φ ５ ０ ｍ ｍ の 組 み 合 わ せ が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ は φ ０ ． ４ ｍ ｍ 未 満 で は 挿 入 可 能 な 処 置 具 が 無 く 、 ま た 、 φ ５ ０ ｍ ｍ を 超 え る と 気 腹
ガ ス の 気 密 を 保 つ の が 困 難 で あ る た め で あ る 。 ま た 、 複 数 の 内 腔 の 組 合 せ は 同 一 径 の も の
、 大 径 と 小 径 の 組 み 合 わ さ れ た も の の い ず れ で も 良 い 。 腹 腔 内 用 と し て 気 腹 下 の 手 術 を す
る 場 合 は 、 送 気 用 の 送 気 口 を 付 設 す る 他 、 導 管 （ １ ） の 内 腔 に 処 置 具 を 挿 入 及 び 抜 去 し た
場 合 の い ず れ に も 気 密 が 保 た れ る よ う に 弁 部 材 や 密 栓 を 付 設 し て も 良 く 、 そ の 形 状 は 限 定
さ れ な い 。 導 管 （ １ ） に 使 用 さ れ る 材 質 は 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ
Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂
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等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 液 体 流 入 防 止 部 材 ）
液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） は 図 １ ａ や 、 図 ２ 、 図 ３ の よ う に 形 成 さ れ 、 通 常 、 射 出 成 形 や 圧
縮 成 形 で 作 製 さ れ る 。 導 管 （ １ ） に 取 り 付 け る 方 法 は 、 溶 剤 や 接 着 剤 に よ る 接 着 、 超 音 波
や 高 周 波 で の 溶 着 、 ま た 、 ネ ジ 止 め な ど 着 脱 可 能 な 方 法 で 取 り 付 け て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） の 形 状 は 、 血 液 な ど の 液 体 が 導 管 （ １ ） の 先 端 側 へ 流 入 す る の を
防 止 す る 形 状 で あ れ ば 良 く 、 例 え ば 図 １ ａ の よ う に 柔 軟 な 薄 膜 シ ー ト 形 状 に 形 成 す る 。 こ
の 場 合 、 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） の 形 状 は 円 形 で も 楕 円 径 で も そ の 他 の 形 状 で も 良 く 、 ま
た 、 外 周 を 若 干 受 け 口 に 形 成 し て も 良 い 。 外 径 は φ １ ０ ～ φ １ ５ ０ ｍ ｍ と し 、 膜 厚 は 使 用
す る 材 料 に も よ る が 、 挿 入 ・ 抜 去 時 は 嵩 張 り が 少 な く 変 形 し 、 体 内 に 入 っ た 際 は 元 の 形 状
に 戻 る 必 要 が あ り 、 ０ ． ０ ２ ～ ３ ｍ ｍ 程 度 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） の 形 状 は 図 ２ の よ う に 液 体 が 流 出 し 易 い よ う に 波 型 形 状 に
し た り 、 溝 を 付 設 す る よ う な 形 状 に し て も 良 く 、 波 型 や 溝 は 中 心 か ら 外 周 方 向 に 放 射 線 状
に 付 設 し た り 螺 旋 状 に 付 設 さ せ て も 良 く 限 定 さ れ な い 。 波 型 の 場 合 波 の 高 さ は ２ ～ １ ０ ｍ
ｍ 程 度 が 望 ま し く 、 幅 は 波 型 、 溝 と も に ０ ． ５ ～ １ ０ ｍ ｍ 程 度 が 望 ま し い 。 そ の 他 に 図 ３
の よ う に 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） を 受 け 口 形 状 に 形 成 し 、 そ の 側 面 に １ 個 以 上 の 側 孔 を 持
つ 形 状 に 形 成 し て も 良 い 。 こ の 場 合 流 体 は 、 あ る 一 定 量 受 け 口 内 に 溜 ま り 、 側 孔 を 超 え る
と 外 部 に 流 出 す る よ う に な り 、 導 管 （ １ ） の 先 端 へ は 流 入 し な い 。 外 径 は φ １ ０ ～ φ １ ５
０ ｍ ｍ と し 、 高 さ は ５ ～ １ ０ ｍ ｍ が 望 ま し い 。 側 孔 は 受 け 口 の 上 方 側 面 に φ ２ ～ ５ ｍ ｍ 程
度 が 望 ま し く 、 １ 個 以 上 複 数 個 付 設 す る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 図 ２ の 波 型 ・ 溝 や 図 ３ の
側 孔 が １ ～ ４ 個 程 度 の 少 数 の 場 合 、 そ の 位 置 が 処 置 中 に 明 確 に な る よ う に 導 管 （ １ ） あ る
い は 鍔 （ ２ ） に 目 印 を 付 設 し て お け ば 、 そ れ が 下 向 き に 来 る よ う に 導 管 （ １ ） の 方 向 を 調
整 す る と 、 よ り 流 体 が 外 に 流 出 し 易 く な る 。 液 体 流 入 防 止 部 材 の 材 質 は 、 天 然 ゴ ム 、 シ リ
コ ー ン ゴ ム 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ
ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 樹 脂 等 の 可 と う 性 を 有 す る 物 を 使 用 す る こ と が 望 ま
し く 、 ま た 、 傘 の 骨 状 で 反 転 可 能 な 形 状 に ス テ ン レ ス 等 の 金 属 を 形 成 さ せ 上 記 材 質 の 膜 状
物 を 付 設 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
（ 導 入 部 材 ）
導 入 部 材 （ ４ ） は 図 １ ｂ の よ う に 形 成 さ れ 、 通 常 、 射 出 成 形 で 作 製 さ れ る 。 導 入 部 材 （ ４
） の 外 径 は φ ０ ． ３ ～ φ ５ ０ ｍ ｍ で 導 管 （ １ ） の 内 腔 に 挿 入 で き る 寸 法 が 好 ま し い 。 全 長
は ６ ～ ２ ８ ｃ ｍ が 望 ま し い 。 導 入 部 材 の 先 端 は 、 切 開 創 に 挿 入 し 易 い よ う に テ ー パ ー 形 状
に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 さ ら に 挿 入 性 を 上 げ る た め 刃 状 に 形 成 し て も 良 い 。 導 入 部 材 （ ４ ）
の 後 端 に は 取 っ 手 （ ５ ） が 付 設 さ れ て お り 、 挿 入 時 に 持 ち 易 い 形 状 で あ れ ば 限 定 し な い 。
導 入 部 材 （ ４ ） は 図 １ ｃ の よ う に 導 管 （ １ ） の 内 部 に 挿 入 さ れ 組 み 合 わ さ れ 、 こ の 形 状 で
体 内 に 挿 入 さ れ る 。 導 入 部 材 （ ４ ） に 使 用 さ れ る 材 質 は 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー
ト 樹 脂 、 Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 、 ポ リ ア セ タ ー ル 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 樹 脂 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 樹 脂 、 ポ リ
エ チ レ ン 樹 脂 等 や 、 ス テ ン レ ス 鋼 等 の 金 属 等 の 材 料 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
（ 固 定 部 材 ）
固 定 部 材 （ ６ ） は 図 ２ の よ う に 形 成 さ れ 、 通 常 、 射 出 成 形 や 圧 縮 成 形 で 作 製 さ れ る 。 固 定
部 材 （ ６ ） の 外 径 は φ ２ か ら φ １ ０ ５ ｍ ｍ で 、 長 さ は 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） に か か ら な
い よ う に ０ ． ５ ～ ２ ０ ｃ ｍ が 望 ま し い 。 固 定 部 材 （ ６ ） は 腹 壁 ・ 胸 壁 で 変 形 し て 固 定 さ れ
、 な お 且 つ 、 血 液 な ど の 液 体 を 吸 収 す る ス ポ ン ジ の よ う な 部 材 が 良 く 、 そ の 材 質 は 、 天 然
ゴ ム 、 シ リ コ ー ン ゴ ム 、 軟 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 等 の
可 と う 性 を 有 す る 物 を 使 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2004-430 A 2004.1.8



（ 使 用 方 法 ）
次 に 本 発 明 に よ る 挿 入 用 外 套 管 の 実 際 の 使 用 方 法 に つ い て 図 ５ を 用 い て 解 説 し 、 本 発 明 の
効 果 を 明 確 に す る 。 ま ず 、 患 者 の 腹 部 又 は 胸 部 に メ ス で 小 切 開 を 加 え る 。 小 切 開 部 位 よ り
導 管 （ １ ） と 導 入 部 材 （ ４ ） を 嵌 め 合 わ せ た 本 発 明 に よ る 挿 入 用 外 套 管 を 挿 入 す る 。 挿 入
時 は 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） は 上 方 に 変 形 し な が ら 体 内 に 挿 入 さ れ 、 体 内 に 達 す る と 元 の
形 状 に 容 易 に 戻 る 。 固 定 部 材 （ ６ ） を 付 設 し て あ る 物 は 固 定 部 材 （ ６ ） の 部 分 で 導 管 （ １
） と 腹 壁 ・ 胸 壁 を 固 定 す る 。 鍔 （ ２ ） に よ り 過 侵 入 は 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ こ で 、 導 入 部 材 （ ４ ） を 抜 去 し 、 導 管 （ １ ） の 内 腔 に 内 視 鏡 を 挿 入 す る 。 従 来 の ト ロ ッ
カ ー で は 、 図 ４ に 示 し た よ う に 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） が 無 い た め 、 切 開 創 か ら の 血 液 は
ト ロ ッ カ ー の 外 壁 を 伝 わ り 内 視 鏡 先 端 の レ ン ズ ま で 達 し て レ ン ズ を 汚 し て 視 界 を 悪 く す る
。 そ の た め 術 中 に 何 度 も 内 視 鏡 を 抜 去 し て レ ン ズ を 拭 く 操 作 が 必 要 に な る 。 本 発 明 で は 、
図 ５ の よ う に 切 開 創 か ら 流 出 し た 血 液 は ト ロ ッ カ ー の 外 壁 を 通 る が 、 途 中 、 液 体 流 入 防 止
部 材 （ ３ ） に よ り 、 よ り 先 端 側 へ 血 液 が 流 入 す る こ と が 防 止 さ れ 、 外 周 側 へ 排 出 さ れ る た
め 内 視 鏡 を 汚 す こ と は 無 い 。 ま た 、 液 体 吸 収 性 の 柔 軟 な 固 定 部 材 （ ６ ） を 付 設 し た 物 で あ
れ ば 、 少 量 の 出 血 で あ れ ば よ り 先 端 側 へ の 血 液 の 流 出 を 防 止 す る こ と も で き る 。 但 し 、 出
血 量 が 過 剰 に 多 い 場 合 は 、 切 開 創 の 出 血 箇 所 を 電 気 メ ス な ど で 止 血 す る こ と が 必 要 で あ る
。 導 管 （ １ ） を 抜 去 す る 際 は 、 液 体 流 入 防 止 部 材 （ ３ ） が 反 転 し 切 開 創 か ら の 抜 去 を 容 易
に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 切 開 創 か ら の 出 血 に よ る 内 視 鏡 先 端 の 汚 れ が 防 止 で き 、 ま た 、 バ ル ー ン
タ イ プ に 比 べ 壊 れ る 可 能 性 が 少 な く 、 確 実 に 血 液 が 内 視 鏡 先 端 に 達 す る の を 防 止 す る た め
、 術 者 の ス ト レ ス 軽 減 、 手 術 時 間 の 短 縮 、 ひ い て は 患 者 の 早 期 社 会 復 帰 、 医 療 経 済 の 削 減
効 果 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ａ ． 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 の 導 管 の 外 観 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
ｂ ． 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 の 導 入 部 材 の 外 観 図 で あ る 。
ｃ ． 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 の 導 管 と 導 入 部 材 を 組 み 合 わ せ た 状 態 を 示 す 外
観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 の 導 管 の 外 観 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の そ の 他 の 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 の 導 管 の 外 観 図 及 び 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の ト ロ ッ カ ー を 切 開 創 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 を 通 し た 状 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 挿 入 用 外 套 管 を 切 開 創 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 を 通 し た 状 態 の
概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 導 管
２ 　 　 　 　 鍔
３ 　 　 　 　 液 体 流 入 防 止 部 材
４ 　 　 　 　 導 入 部 材
５ 　 　 　 　 取 手
６ 　 　 　 　 固 定 部 材
７ 　 　 　 　 内 視 鏡
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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